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ま
た
、
青
森
り
ん
ご
産
業
功
労
者
と
し

て
、
当
研
究
所
と
関
係
が
深
い
１
個
人
・

１
団
体
、
さ
ら
に
当
研
究
所
病
害
虫
管
理

部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

☆
一
木 

茂
氏

り
ん
ご
試
験
場
に
お
い
て
栄
養
肥
料
等

の
研
究
業
務
に
長
年
従
事
し
、
平
成
２
年

度
～
４
年
度
に
場
長
を
務
め
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
り
ん
ご
協
会
顧
問
と
し
て

生
産
者
の
教
育
や
育
成
に
長
年
従
事
し
、

生
産
技
術
の
研
究
・
普
及
拡
大
さ
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
試
験
場(

研
究
所)

Ｏ
Ｂ
で
組
織

す
る
21
世
紀
会
の
初
代
会
長
で
、
会
員
が

土
日
祝
日
の
史
料
館
の
案
内
を
行
っ
て
い

ま
し
た
（
現
在
、
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

は
外
観
の
み
）
。
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125年生９月の国光

り
ん
ご
研
究
所

ニ
ュ
ー
ス

９
月
13
日
（
土
）
、
弘
前
市
民
会
館
に

お
い
て
記
念
式
典
が
出
席
者
約
５
０
０
名

の
も
と
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
、
宮
下
青
森
県
知
事
に
よ

る
「
青
森
り
ん
ご
総
合
戦
略
」
の
公
表
が

あ
り
ま
し
た
。

り
ん
ご
植
栽
150
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る

Ｋ
Ｇ
Ｉ
を
達
成
す
る
た
め
に
当
研
究
所

が
大
き
く
関
わ
る
取
組
と
し
て
、
生
産
の

高
度
化
で
は
、
青
森
り
ん
ご
の
未
来
を
け

ん
引
す
る
新
品
種
の
開
発
・
導
入
、
気
象

変
動
に
対
応
し
た
栽
培
技
術
や
労
働
力
不

足
に
対
応
し
た
軽
労
化
・
省
力
技
術
の
確

立
、
販
売
力
の
強
化
で
は
、
周
年
供
給
の

維
持
の
た
め
の
新
た
な
貯
蔵
技
術
の
開
発

促
進
等
と
な
り
ま
す
。

☆
青
森
県
り
ん
ご
試
験
場
園
生
会

青
森
県
り
ん
ご
試
験
場
実
習
生
及
び
り

ん
ご
研
究
所
研
修
生
Ｏ
Ｂ
、
青
森
県
営
農

大
学
校
果
樹
課
程
卒
業
生
で
構
成
さ
れ
る

団
体
で
す
。

園
生
会
技
術
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
技
術
書

を
発
行
し
て
お
り
、
生
産
者
の
み
な
ら
ず
、

指
導
者
の
参
考
書
等
に
な
り
、
広
く
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

☆
地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
病
害
虫
管
理
部

平
成
28
年
～
30
年
に
全
県
的
に
大
発
生

し
た
Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
耐
性
の
黒
星
病
の
発
生
予

測
法
並
び
に
新
し
い
防
除
体
系
の
構
築
を

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

史料館の四季（春夏秋冬）

りんご剪定葉隠れ論語
紺：平成６年版
赤：平成26年版

令和３年りんご病害虫防除暦
の一部（開花期前後）

青森りんご総合戦略の方向性とＫＧＩ(重要目標達成指標)

史
料
館
は
、
昭
和
６
年
に
イ
ギ
リ
ス
の

イ
ー
ス
ト
モ
ー
リ
ン
グ
研
究
所
の
建
築
様

式
を
参
考
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

総合戦略の2040年のＫＧＩとして、生産量40万トン以上、
販売額1,800億円以上が呈示されました。

ＫＧＩ達成に向けた３つの行動指針と取組の方向性
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特
別
ポ
ス
タ
ー
展
示
で
は
、
栽
培
部
は
、

普
通
栽
培
に
お
け
る
自
然
円
錐
形
仕
立
て

か
ら
開
心
形
に
至
っ
た
樹
形
の
変
遷
と
わ

い
化
栽
培
の
試
験
研
究
に
つ
い
て
、
品
種

開
発
部
は
、
明
治
時
代
の｢

国
光｣

、｢

紅

玉｣

な
ど
７
大
品
種
か
ら
現
在
の｢

ふ
じ｣

、

｢

つ
が
る｣

な
ど
へ
の
変
遷
と
品
種
開
発
に

つ
い
て
、
病
害
虫
管
理
部
は
、
時
代
ご
と

の
発
生
病
害
虫
と
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
防

除
暦
の
変
遷
に
つ
い
て
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
場
見
学
ツ
ア
ー
で
は
各
ポ
イ

ン
ト
で
の
研
究
員
の
説
明
に
多
く
の
人
が

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

今
回
は
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
２
つ
の

イ
ベ
ン
ト
を
記
事
に
し
ま
し
た
。

青
森
り
ん
ご
植
栽
百
五
十
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
に
立
ち
会
え
て
感
慨
深

い
で
す
。
（
Ｆ
）

編集者より
ひとこと

９
月
12
日
（
金
）
に
県
南
果
樹
部
参
観

デ
ー
を
開
催
し
、
来
場
者
数
は
昨
年
並
み

の
４
２
０
名
で
し
た
。

「
大
粒
系
ブ
ド
ウ
の
樹
勢
の
違
い
と
品

種
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
た
圃
場
講

演
会
に
は
約
50
名
が
参
加
し
、
大
粒
ブ
ド

ウ
の
樹
勢
の
違
い
や
、
樹
勢
が
強
す
ぎ
る

場
合
の
対
策
、
品
種
特
性
や
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
等
に
つ
い
て
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

【
り
ん
ご
研
究
所
参
観
デ
ー
開
催
】

県
南
果
樹
部
（
五
戸
町
）

品
種
開
発
部
（
黒
石
市
）

病
害
虫
管
理
部
（
黒
石
市
）

り
ん
ご
座
談
会
（
黒
石
市
）

葛
西
研
究
管
理
員
の
進
行
で
、
企
業
的

経
営
で
高
品
質
な
り
ん
ご
を
大
規
模
に
生

産
し
て
い
る(

株)

Ｒ
Ｅ
Ｄ 

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ

の
赤
石
淳
市
氏
、
家
族
経
営
を
主
体
に
味

に
こ
だ
わ
っ
た
り
ん
ご
づ
く
り
を
続
け
て

い
る
工
藤
正
彦
氏
、
生
産
と
指
導
の
兼
業

で
効
率
的
な
り
ん
ご
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
る
工
藤
貴
久
氏
の
３
名
に
よ
り
「
り
ん

ご
づ
く
り
の
未
来
像
を
語
る
」
と
題
し
て

り
ん
ご
生
産
の
あ
り
方
や
試
験
研
究
へ
の

要
望
な
ど
語
り
合
い
ま
し
た
。

９
月
18
日
（
木
）
に
１
５
０
０
人
が
来
所

し
て
い
た
だ
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大粒系ブドウについて説明する菊池研究管理員

史料館前に並ぶ出店

高密植栽培の説明をする小林主任研究員 樹形、病害虫防除、品種の変遷をポスター展示

栽
培
部
・
品
種
開
発
部
・

病
害
虫
管
理
部
（
黒
石
市
）

ま
た
、
本
年
も
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実
施

し
、
好
天
に
恵
ま
れ
来
場
者
か
ら
は
、
果

樹
園
の
中
を
歩
く
の
が
楽
し
か
っ
た
、
来

年
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
っ
た
声
が
寄

せ
ら
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

冒頭、りんご生産の現状などを説明する葛西研究管理員
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